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＜連絡事項＞

・本日、午後に東病棟Ｂユニットより西病棟へ２名転棟予定です。部屋割りについては以下の通りです。

　　　清川　厚子様　→２２号室

　　　佐藤　節子様　→３１号室

＜患者様連絡事項＞

・風穴　チエ様～ベッドと床との間が狭く、ケースが入らずベッド周辺にケースを置き、乱雑さ見られています。また、本人からもベッドの下にケースが入らず、荷物が片付かないと話し、同じ内容の訴えが聞かれています。大掃除の際にベッドの交換について検討していきましょう。

・大下　良悦様～おこずかいが少ない為、スタッフとの約束でタバコは１日４本と決めていますが、貰いタバコ・シケモクをされています。本人と話し合い、タバコを吸う際には、スタッフに声掛けをする事、貰いタバコをした場合は次の日のタバコを渡さない事、シケモクの場合は喫煙を控えていただく事になりました。

・津島　イチ子様～正月外泊を希望されており、叔父様に連絡しています。叔父様は「母親に会わせる為に外出された事はあるが、外泊は初めてで心の準備が出来ていない、色々予定もある」と話されています。また、「近いうちに面会に行く」と話されており、その際に外泊について本人と相談していただく様に伝えています。

・長谷川　陽一様～社会保険事務所から年金手帳の再発行の用紙が届いていると医事室から連絡がありました。本人に確認したところ、ワーカーの人に話して自分で電話をかけた。手帳がほしかったから」と話しています。自分で電話をするのではなく、まずは担当のスタッフにも相談をするように伝えています。

＜安ヶ平Ｄｒ診察＞

・高田　多紀子様～問診時、主治医に「１月１５日に退院したいです」と話されています。主治医は、まずは薬を飲み続けるようにと伝えています。担当スタッフは、御家族に受け入れについての確認をお願いします。

・出河　攻様～問診時、「花巻の病院に移りたい。措置入院の病院だから」話されています。また、措置入院の改正についても話し、その事について書かれている新聞を主治医に見せる等しています。詳しく聞こうとするとムスッとした表情をされ、部屋を出ています。

・佐藤　幸男様～血糖値が高値です。主治医より、飴は食べ過ぎないようにと話がありました。また、起床後すぐに飴を食べている事もあり、採血前にも食べている可能性があります。採血の際は、朝から飴を食べないように伝えてください。次回から血液検査に、ヘモグロビンＡ１ｃを追加する予定です。

＜措置患者様ＮＣＰ評価・検討＞

・出河　攻様～辞典や新聞で措置入院について調べていますが、病気についての理解には乏しく、被害関係妄想の訴え聞かれています。自分が起こした事件についても「気が付いたら刺してた」と自分に都合の良いように話しています。被害関係妄想という病気の症状について理解出来ず、症状による衝動性のコントロールが出来ない様子あり、衝動性を制御出来ない可能性がある為、今後も措置入院が妥当と思われます。

・北山　幸博様～作業の際、他患者様に話し掛けられると返答は出来ているものの、自ら発言はありません。また、妹様の面会後に調子について聞くと「落ち込んでいる」と話しています。自己内省や自分の行動の振り返りが出来ず、自分の思っている事を言語化出来ない事があり、衝動性を制御出来ない可能性がある為、措置入院が妥当と思われます。

＜Ｄｒ千葉担当患者様ＮＣＰ評価・検討＞

・鈴木　正長様～余暇時は自室で過ごされている事が多く、日課・プログラム参加にはスタッフ声掛けを要しています。声掛けには、拒否なく参加する事出来ており、ホールに出てくる事も出来ています。また、保清面では朝の洗面行なう事出来ていますが、入浴時の着替えの準備・洗濯・ベッド周辺の整理整頓は自ら行なおうとしない為、今後も声掛けしていきましょう。

＜皮膚科診察＞

・駒木　洋士様～デルモゾールＧ軟膏処置継続となっています。野沢Ｄｒより、現状維持での皮膚状態軽している場合は、正月外泊の許可が出ています。

・木村　忠史様～急性湿疹の為、デルモゾールＧ軟膏処置が加わっています。

・宮本　建蔵様～頭皮のデルモゾールＧ軟膏が全身への塗布へと変更になっています。

・蛭名　豊美様～デルモゾールＧ軟膏処置継続となっています。

・布施　邦雄様～デルモゾールＧ軟膏処置継続となっています。また、「痒い」と掻痒感の訴えあり、臨時薬でタベジール 2T 2×（朝・夕）７日分出ています。現在、定期薬でヒベルナが処方となっている為、次回の皮膚科につくスタッフはタベジールとヒベルナの組み合わせについて処方を確認して下さい。野沢Ｄｒより、歯科受診の許可が出ましたので、本日から歯科受診しています。

